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要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 
 

一 

左
記
事
項
の
実
施
に
よ
り
、
多
様
な
教
育
の
場
を
築
い
て
き
た
墨
田
区
の
障
害
児
教
育
シ
ス
テ
ム
を
継
続
さ
せ
、
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。 

(一) 

心
身
障
害
学
級
、
通
級
指
導
学
級
を
な
く
さ
な
い
こ
と
。 

(二) 

歩
い
て
通
え
る
範
囲
に
心
身
障
害
学
級
、
通
級
指
導
学
級
を
新
増
設
す
る
こ
と
。
施
設
設
備
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や
教
職
員
の
要
望
も

聞
い
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
。 

(三) 

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
L
D
（
学
習
障
害
）
等
の
特
別
な
手
だ
て
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
保
障
す
る
た
め
、
教
職
員
を
増

員
す
る
な
ど
、
支
援
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
。 

二 

障
害
児
教
育
シ
ス
テ
ム
を
継
続
さ
せ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
、
国
及
び
東
京
都
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

三 

障
害
児
学
校
の
教
育
諸
条
件
を
整
備
充
実
さ
せ
る
よ
う
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
、
東
京
都
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

(一) 

過
密
・
過
大
校
や
教
室
不
足
、
長
時
間
通
学
を
解
消
す
る
た
め
に
、
養
護
学
校
を
新
増
設
す
る
こ
と
。 

(二) 

障
害
の
重
度
・
重
複
化
に
応
じ
た
学
級
と
教
職
員
を
増
や
す
こ
と
。 

 

（
理 

由
） 

墨
田
区
の
障
害
児
教
育
は
、
東
京
都
の
希
望
者
全
員
就
学
以
来
、
全
て
の
障
害
児
の
教
育
権
を
保
障
す
る
た
め
、
充
実
・
発
展
し
て
き
ま
し
た
。 

心
身
障
害
学
級
は
、
現
在
、
小
学
校
五
校
八
学
級
四
十
八
人
、
中
学
校
三
校
四
学
級
二
十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
年
間
で
在
籍
児
童

生
徒
数
が
二
十
人
以
上
も
増
加
し
、
新
増
設
や
施
設
設
備
面
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
級
指
導
学
級
（
情
緒
障
害
、
難
聴
・
言



 

語
学
級
）
も
児
童
生
徒
数
が
約
二
十
五
人
増
え
て
い
ま
す
。
歩
い
て
通
え
る
範
囲
に
新
増
設
し
て
く
だ
さ
い
。 

通
常
学
級
に
は
、
通
級
指
導
学
級
に
も
通
え
な
い
、
特
別
な
手
だ
て
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
近
隣
の
区
で
は
、「
支
援
講

師
」
等
を
派
遣
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
本
区
は
、
文
部
科
学
省
の
地
域
モ
デ
ル
事
業
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
く
、
通
常
学
級
へ
の
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 
ま
た
、
墨
田
区
内
に
あ
る
都
立
墨
田
養
護
学
校
は
、
こ
の
五
年
間
で
児
童
生
徒
数
が
約
三
十
人
増
え
、
教
室
不
足
が
深
刻
で
す
。
学
級
数
は
三

十
七
学
級
な
の
に
保
有
教
室
数
は
二
十
八
教
室
し
か
な
い
た
め
、
九
教
室
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
特
別
教
室
を
普
通
教
室
に
転
用
し
た
り
、
一
つ

の
教
室
を
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ
て
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
区
内
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
、
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
の
教
育
諸
条
件
を
整

備
す
る
よ
う
、
東
京
都
に
要
望
し
て
く
だ
さ
い
。 

今
年
三
月
、
文
部
科
学
省
の
調
査
研
究
協
力
者
会
議
は
、
「
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
（
最
終
報
告
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
最
終
報
告
は
、
こ
れ
ま
で
認
め
て
こ
な
か
っ
た
、
L
D
（
学
習
障
害
）
、
A
D
H
D
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
）
、
高
機
能
自
閉
症
な
ど
の

子
ど
も
た
ち
を
特
別
な
教
育
の
対
象
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
が
、
そ
の
施
策
の
た
め
に
教
職
員
を
増
や
し
た
り
、
条
件
整
備
を
進
め
る
の
で
な

く
、
障
害
児
学
校
・
障
害
児
学
級
の
教
員
や
施
設
設
備
を
活
用
し
て
進
め
る
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
固
定
式
の
障
害
児
学
級
や
通
級
指
導
学
級

を
見
直
し
、
「
特
別
支
援
教
室
」
へ
の
制
度
変
更
を
提
言
し
ま
し
た
。 

東
京
都
で
も
、「
心
身
障
害
教
育
改
善
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
五
月
に
は
国
と
同
様
な
方
向
の
「
中
間
の
ま
と
め
」
を
発
表
し
、
十
二
月
に

は
最
終
報
告
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
国
や
東
京
都
の
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
特
別
支
援
教
育
」
が
、
従
来
の
障
害
児
教
育
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
障
害
児
学
校
も
、
障
害
児
学
級
も
、
通
級
指
導
学
級
も
、
通
常
学
級
で
行
わ
れ
る
特
別
な
手
だ
て
を
要
す
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
特
別
な
教
育
も
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
右
事
項
の
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

以 
 

上 


